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１１月２１日（金）・２２日（土）に大分市のホルトホールにおいて、九州
の道守会議の交流会「みちづくしin大分２０１４」が開催され九州各県より約
３５０名が参加しました。道守長崎会議においては長崎河川国道もあわせ、総
勢５０名で参加しました。

第１部の交流会では、道守功労者表彰があり道守長崎会議から、宮田 隆氏
（「小浜温泉５７」代表）が功労者表彰を受けました。その後、「道守・新た
な地平をめざして」と題し、対談が行われました。

また、大分県内の道守活動状況報告や各県道守会議の発表があり、道守長崎
会議からは宮田 隆氏より、「“地方創生”は道守活動から」という題名で活
動報告を行いました。

交流会の締めとして、今後の１０年間に向けみんなの心を１つにして道を守
り、道守の輪を広げていくという大会宣言があり採択されました。

第２部の懇親会では、道守屋台ブースでは、長崎県産品（お菓子やみかん、
焼酎、塩）を展示したところ、他県参加者から大盛況で殆ど残らない状況でし
た。最後に大会旗の授受が行われ、来年のみちづくし開催地（福岡県柳川市）
の担当である福岡会議より、「来年は柳川でお会いしましょう！」という挨拶
で無事終了しました。

１２月６日（土）に国道34号馬町交差点のもみの木周辺において、
「花いっぱい＆X’masストリートプロジェクトin新大工」を開催し
ました。

このプロジェクトは、新大工商店街振興組合・NPO法人道守長崎・
長崎河川国道事務所及び九州電力（株）長崎支社が協同で、新大工町
子ども会の子ども達と一緒に花植え活動を行う他、街路樹のもみの木
への飾り付け等を行うものであり、今年で１０回目となりました。

当日はこの冬一番の寒気が流れ込み、雨が降ったりやんだりのスッ
キリしない天気で寒い中での作業でしたが、約40名の方が参加して
道路植栽帯にパンジーやビオラなどを植え、ツリーに子ども達が飾り
付けを行いました。続いて長崎バプテスト教会聖歌隊によるクリスマ
スソングコーラスの後、参加者全員でカウントダウンを行い、イルミ
ネーションの一斉点灯を行いました。

今回も参加した皆様と地域をきれいにしながら、楽しいひとときを
過ごすことができました。
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夜になったらツリーはこの様になります。

（点灯時間１７時～２２時、年明けまで実施します。）

参加者でツリーを飾り付け！（ここで良いかな？）お母さんと一緒に花植え作業！

（寒いけど大きくなってね。）

教会の聖歌隊よるコーラスで一層クリスマス気分を味わ

えました。

壇上にて道守長崎会議のＰＲをしました！ 来年開催担当の道守福岡会議へ大会旗の

授受がありました！
屋台ブースで長崎県の特産品をアピール！！

小浜温泉５７から日頃の活動成果を発表！！道守長崎から宮田 隆 氏が永年の功績
に対して功労者表彰を受賞されました！！

※宮田氏は、前列一番右側

ディスカッションでは、「道の駅」や「風景街道」と
の連携強化や次世代への継承等について話が
ありました。

※壇上左から司会塚原氏、パネラー堀氏、
宮田氏、岡本氏


